
□ 都市再開発方針の変更について（ＪＲ苗穂駅周辺地区の随時見直し）

１ 都市計画の内容 

札幌圏都市計画都市再開発方針（以下「再開発方針」という。）の変更 

（本方針の中で、「整備促進地区」に指定しているＪＲ苗穂駅周辺地区を「２号再

開発促進地区」に変更する。平成 24 年４月に都市計画決定した地区計画と同じ

区域。） 

２ 理由 

苗穂は、第４次札幌市長期総合計画、札幌圏都市計画区域の整備、開発及び保全

の方針、札幌市都市計画マスタープランにおいて、高次都市機能拠点と位置づけら

れており、その高次都市機能拠点にふさわしい再開発の誘導を図るべき地区として、

再開発方針において「整備促進地区」に定めている。 

その「整備促進地区」のうちＪＲ苗穂駅の周辺の地区について、南北自由通路、

駅前広場、地区計画等の都市計画決定を経て、再開発の機運、熟度が高まりつつあ

ることから、駅を中心としたにぎわいと交流の核を創出し、周辺の既存施設（産業

遺産、大規模商業施設、医療施設等）との相乗効果により、高次都市機能拠点の形

成を図るため。 

参考資料



３ 経緯 

再開発方針は、北海道決定の都市計画として、昭和 60 年３月に当初決定された

後、社会状況の変化に対応するため、平成３年３月、平成 10 年３月、平成 16 年４

月に「全面見直し」により変更されている。また、平成 19 年２月にはＪＲ篠路駅

西地区で「随時見直し」により再開発方針が変更されている。 

ＪＲ苗穂駅周辺地区については、平成 24 年４月に各種都市計画の決定をしたこ

と、駅南側において北３東 11 周辺地区再開発準備組合が平成 25 年度中の補助採択

を目指して事業化を検討していること、駅北側においてＪＲ北海道社員研修センタ

ー用地の開発を適切に誘導する必要があることにより、当地区の事業の機運、熟度

が高まっていることから、速やかな対応が求められているところである。 

※ 再開発方針の地区指定について 

再開発方針には、計画的な再開発が必要な「１号市街地」、重点的に再開発を誘

導する「整備促進地区」、特に一体的かつ総合的に再開発を促進する「２号再開発

促進地区」を定めている。 

その中でも、既成市街地における整備プログラムとしての性格を持つ「２号再開

発促進地区」においては、行政が再開発の促進に関して必要な措置を講ずるよう努

めなければならないことから、各種インセンティブ（補助採択要件、税の優遇措置

など）を与えることで再開発の促進を図っている。 

なお、「２号再開発促進地区」の指定など再開発方針における地区指定は、地権

者の権利に制限を加えるものではない。 



□ 都市再開発方針の変更について（ＪＲ苗穂駅周辺地区の随時見直し）

まちづくりへの取り組みの経緯 

当地区のまちづくりは、平成 2 年の苗穂駅北口開設要望を契機にスタートし、そ

の後、北側地区と南側地区の再開発協議会を経た後、その活動は両協議会を母体と

した「苗穂駅周辺まちづくり協議会」（平成 13 年設立）に受け継がれている。 

これまで、「苗穂駅周辺まちづくり協

議会」では、ワークショップや、フォ

ーラムの開催、情報誌「はばたく苗穂」

の発行、花植活動など、各種まちづく

り活動を展開している。【資料 1】 

一方、札幌市では、これらの活動と

連携しながら、平成 14 年に、まちづく

りの目標像となる「まちづくりガイドライン」を、平成 18 年に、「まちづくりガイ

ドライン」を具体化するための整備構想として「苗穂駅周辺地区まちづくり計画」

を、地域と協働で策定した。【資料 2】 

「まちづくり計画」では、住民、企業、行政でまちの将来像を共有し、それぞれ

の役割を担いながら地域のまちづくりを進めていくことを前提に、ＪＲ苗穂駅の移

転等による交通結節点の整備と民間開発との連携による「にぎわいの核」の形成を

目指すこととしている。 

以後、6 年に渡り、様々な取り組みが進められた結果、平成 24 年 4 月には、ＪＲ

苗穂駅移転橋上化を前提とした都市計画道路（南北自由通路、駅前広場、アクセス

道路、ネットワーク道路）と、再開発の促進を目的とした地区計画が都市計画決定

され、「まちづくり計画」の具体化に向けて大きく前進したところである。 

現在、再開発については、駅南側の再開発準備組合が、平成 25 年度の市街地再

開発事業の都市計画決定を目指して準備を進めている。 

2 号再開発促進地区指定までの経緯 

参考資料（追加） 

○平成 02 年 地域住民要望（苗穂北口を開設してほしい） 

○平成 05 年 ＪＲ苗穂駅北側地区再開発協議会 発足 

○平成 08 年 ＪＲ苗穂駅南側地区再開発協議会 発足 

○平成 13 年 苗穂駅周辺まちづくり協議会 発足（南北再開発協議会の一本化） 

○平成 14 年 ＪＲ苗穂駅周辺地区まちづくりガイドライン 策定    

○平成 18 年 苗穂駅周辺地区まちづくり計画 策定 

○平成 19 年 苗穂駅南地区再開発準備組合 発足 

○平成 24 年 苗穂駅移転橋上化に伴う各種都市計画決定（地区計画・都市計画道路） 

○平成 25 年 2 号再開発促進地区指定（予定） 



 

1)まちづくりフォーラム 

「苗穂再開発物語」の開催 

【平成 7 年～】 

 

 

2)地域の活動も評価され 

苗穂の工場記念館群が 

北海道遺産に選定 

【平成 16 年】 

 

3)アマとホップのフラワーロード 

【平成 16 年～】北 8 条通（協力)、【平成 21 年～】北 3 条通（自主事業） 

 

 

 

 

 

4)ホームページ 

「はばたく苗穂」の開設 

【平成 18 年～】 

 

 

 

5)びっくり野菜市の開催 

 地元に生鮮食品を販売する 

 店舗がないことから、住民 

 要望を受けて開催 

 【平成 19 年～】 

 

6)苗穂景観塾(景観を通じた 

人づくり)の開催と景観ま 

ちづくり宣言ポスターの 

作成 

【平成 21 年、22 年】 

                                 

7)苗穂カフェの運営 

地域が企業、学生と協働で 

作りあげ自主運営する「カ 

フェ」を中心に、住民との 

交流を深めまちづくりを進 

めている【平成 23 年～】 

びっくり野菜市の様子 

選考委員との現地視察と意見交換会 雪印資料館 

景観マップづくり 宣言ポスター最優秀賞 

植栽の様子 
アマの花 

・明治の帝国製麻工場と札幌麦

酒工場にちなみ、アマとホッ

プで街路樹を飾りたいとい

う発想からスタート 

・AMA サポーターズ倶楽部が中

心となって活動 

フォーラムの様子 

公開中のホームページ 

苗穂カフェ 

（中央区北 2 条東 11 丁目 23） 

カフェづくりの様子 交流の場 

苗穂駅周辺まちづくり協議会独自の取り組み 

様々な活動の中から、代表的な取り組みを紹介 
【資料 1】 



【資料2】




